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特集

16
①神奈川県在住　70代女性（1名）

②午前はレンタサイクルで千曲川沿いを走り、午後はおさ
　んぽバスに乗って飯綱町方面へ
③以前、長野市に住んでいたが、飯山に来たのは初めて。
　景色の素晴らしさに感動した。飯綱ではミズバショウな
　どを見た。1日で北信州を満喫した気分。

4月 26日（日）2階エスカレーター前
組目

4月 24日（金）　飯山線改札口前
①上田市在住　70代女性友人（2名）　②高橋まゆみ人形館―城址公園
③新幹線が飯山に通ったので気軽に来た。人形から作者の想いが伝わり懐
　かしさをおぼえ、ホッとした一時だった。

6
組目

4月 24日（金）　パノラマテラス
①埼玉県在住　60代女性（1名）②田舎風景のスケッチ旅行に来た
③飯山の古民家が残る素朴な田舎の風景が好きになって 10年ほど前から
　スケッチ旅行に来ている。今回は新幹線で来たがとても便利だった。

8
組目

5月 3日（日）　新幹線 12番ホーム
①新潟県在住　70代と 40代の母娘（2名）

②菜の花公園―高橋まゆみ人形館
③菜の花がとてもきれいで感動した。渡し船に乗れたのも
　良かった。人形館の人形もとても素敵で楽しい一日に
　なった。

28
組目

5月 3日（日）　2階階段前
①東京都在住　40代ご夫婦（2名）

②野沢温泉村―菜の花公園―森の家―黒姫―野尻湖
③回った場所、全ての自然に圧倒されとても印象に残った。
　中でも「森の家」周辺の雪の多さにびっくりした。

23
組目

5月 3日（日）　新幹線 12番ホーム
①石川県在住　20代女性友人（3名）

②菜の花公園―戸狩ふれあいアート展
③菜の花公園の一面黄色がとてもきれいで印象深い。お昼
　のそばがおいしかった。ふれあいアート展で押し花のし
　おりを作り良い記念になった。

29
組目

5月 3日（日）　切符売り場前
①埼玉県在住　50代男性（1名）

②菜の花公園
③花が好きで菜の花の名所として名高い飯山にいつか来た
　いと思っていた。新幹線延伸を契機に来てみたがとても
　素晴らしかった。

24
組目

1組目 4月 23日㈭ ①神奈川の 60代夫婦（2名） ②市内の実家に墓参り―ふるさと館
2組目 4月 23日㈭ ①神奈川の 60代女性（1名） ②斑尾高原のマンションへ
3組目 4月 23日㈭ ①東京の80代70代姉妹（2名）②野沢温泉村―城址公園
4組目 4月 23日㈭ ①神奈川・長野市の 70代 60代

　姉妹（2名）
②城址公園―高橋まゆみ人形館

5組目 4月 23日㈭ ①東京・軽井沢町の40代男女（2名）②野沢温泉村（某テレビ局の取材）

7組目 4月 24日㈮ ①埼玉の 50代女性（1名） ②寺町めぐり―高橋まゆみ人形館

9組目 4月 24日㈮ ①神奈川の 70代女性（3名） ②野沢温泉村に温泉を楽しみに

4月 26日（日）　観光交流センター 2階
①東京都・埼玉県・長野市在住　70代女性友人（飯山市出身の 4名）
②美術館に「和紙齋藤一郎展」を見に来た（齋藤さんのご友人）
③企画展を見てホッとした気分になった。現在は都市部に住んでいるがふ
　るさと飯山の自然の豊かさはとてもいいところ。新幹線の駅はできたが
　私たちのふるさとは変わらないでほしい。

10
組目

日にちはインタビュー日、場所はインタビュー場所　
①在住地と年代・構成（人数）②飯山駅からどちらへ
③行かれた場所、北信州全般、駅の印象など（素晴ら
　しいコメントばかりでしたが、紙面の都合により抜
　粋しました。）

11組目 4月 26日㈰ ①大阪の 40代女性（1名） ②志賀高原で春スキー

12組目 4月 26日 ( 日 ) ①群馬の 60代ご夫婦（2名）
②野沢温泉村に温泉を楽しみに

13組目 4月 26日 ( 日 ) ①神奈川の 70代～ 80代女性（5名）
②戸狩の民宿に宿泊―菜の花ゲートボール大会に出場

14組目 4月 26日 ( 日 ) ①東京の40代ご夫婦と9歳の子（3名）
②野沢温泉村に宿泊―美術館の和紙齋藤一郎展

15組目 4月 26日 ( 日 ) ①東京の 50代ご夫婦（2名）
②おいこっと乗車―妙高高原

17組目 4月 26日 ( 日 ) ①埼玉の 70代女性（1名）
②高橋まゆみ人形館―美術館の和紙齋藤一郎展

18組目 4月 26日 ( 日 ) ①神奈川の 40代男性（1名）
②野沢温泉村に春スキー

19組目 4月 27日 ( 月 ) ①東京の 50代女性（1名）
②斑尾高原に住んでいる友達に会いに

20組目 4月 27日 ( 月 ) ①東京の 40代男性（1名）
②菜の花公園

21組目 4月 27日 ( 月 ) ①長野市の 50代・20代の母娘（2名）
②菜の花公園―高橋まゆみ人形館

22組目 5月 3日 ( 日 ) ①愛知の 50代ご夫婦（2名）
②菜の花公園

25組目 5月 3日 ( 日 ) ①東京の 50代ご夫婦・親戚（6名）
②墓参りのため忠恩寺に

26組目 5月 3日 ( 日 ) ①東京の小学 6年生（1名）
②夜間瀬など山ノ内町でスクールに入っての春スキー

27組目 5月 3日 ( 日 ) ①上田市・諏訪市の60代女性友人（2名）
②菜の花公園

30組目 5月 3日 ( 日 ) ①東京の 50代女性友人（2名）
②阿弥陀堂―市内散策―おさんぽバスD（丹霞郷―御鹿
　湿原等信濃町方面）

31組目 5月 5日 ( 火 ) ①千葉の 60代女性（1名）
②戸狩ふれあいアート展―菜の花公園―阿弥陀堂―高橋ま
　ゆみ人形館―寺町めぐり

32組目 5月 5日 ( 火 ) ①東京の 30代ご夫婦（2名）
②市内に里帰り

33組目 5月 5日 ( 火 ) ①神奈川の 60代ご夫婦と友人（3名）
②菜の花公園―美術館

34組目 5月 5日 ( 火 ) ①東京の 50代男性（1名）
②馬曲温泉―菜の花公園―高橋まゆみ人形館

35組目 5月 5日 ( 火 ) ①東京の 30代ご夫婦と幼児（3名）
②市内に里帰り

懐かしい気持ちに…

田舎の風景が好き

ふるさとに帰省

北信州
を満喫

自然に
圧倒された

菜の花を
見たくて

仲良し
母娘の旅

若者も
満喫

5 月 5日（火・祝）　切符売り場前
①静岡県在住　50代・40代のご夫婦（2名）

②斑尾山登山―沼の原湿原散策
③雪が残っているのに新緑を同時に楽しめた。大自然に包
　まれているようで良かった

36
組目

大自然に
包まれた
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5 月 5日（火・祝）　1階エスカレーター前
①松本市在住　40代のご夫婦と小学生兄妹（4名）

②おいこっとに乗車（寺町めぐり―紙漉き体験）
③おいこっとがかわいかった。大きな紙を漉いて楽しかった。
　いろいろな体験が子どもたちの思い出になったようだ。

42
組目

5月 5日（火・祝） 2 階キヨスク前
①長野市在住　40代のご夫婦と 5歳の息子さん（3名）

②ファームス木島平―飯山市内
③車で来たが子どもが新幹線に乗りたいということで妻子
　は新幹線で帰る。飯山駅を拠点に自然を活かして徐々に
　魅力ある点と点がつながっていけば良いと思う。

50
組目

5月 6日（水・振）1階エスカレーター前
①埼玉県在住　70代のご夫婦（2名）

②城址公園―正受庵
③飯山の落ち着いた雰囲気が好きで良く来る。新幹線がで
　きて便利になった。レンタサイクルで回って気持ちいい
　旅となった。

54
組目

5月 6日（水・振）　飯山線改札口前
①大阪府在住　50代のご夫婦と奥さんの妹（3名）

②斑尾高原の別荘―周辺の温泉―道の駅「花の駅千曲川」
③北信州のほのぼの感がとても好き。ゆったりしている。
　優しい人たち。時間の縛りない。金沢経由で来たが関西
　圏から来るにも圧倒的に便利になった。

62
組目

5月 6日（水・振）　2階エスカレーター前
①長野市在住　70代女性友人（2名）

②菜の花公園―高橋まゆみ人形館
③菜の花を堪能できた。とてもきれいだった。人形館の人
　形の表情に魅了された。新幹線で近くなったのでちょく
　ちょく遊びに来たいと思う。

58
組目

5月 6日（水・振）　観光案内所内
①神奈川県在住　70代女性（1名）

②飯山旅々プラン（斑尾トレッキング―菜の花公園―高橋
　まゆみ人形館―寺町めぐり）
③ミズバショウ、菜の花、寺町と飯山を堪能できた。人形
　館の人形の表情が良かった。斑尾の残雪には驚いた。

64
組目

5月10日（日）　2階エスカレーター前
①上田市在住　70代女性友人（5名）

②おさんぽバスCコース（菜の花公園―なべくら高原方面）
③雪がまだあんなに残っていて景色にアクセントを添えて
　いてとても良かった。

65
組目

5月 17日（日）　1階階段前
①東京都在住　60代・50代ご夫婦（2名）

②田舎暮らし体験企画「百姓塾」に参加
③飯山の里山、日本の昔の風景を見ると心が洗われる。自
　然の時間の中で本来の人間の暮らしができる飯山が好き
　で近いうちに移住することを考えている。

75
組目

5月10日（日）　2階エスカレーター前
①埼玉県在住　60代と 30代の母娘（2名）

②野沢温泉パノラママーチに参加
③空気がきれいで気持ちよくウォーキングできた。夜、温
　泉で会った地元の人に「おやすみなさい」とあいさつさ
　れ温かい気持ちになった。

73
組目

5月 5日（火・祝） パノラマテラス
①東京都在住　60代・50代のご夫婦（2名）

②アクティビティセンターでレンタサイクルを借りて、菜
　の花公園までサイクリングしてきた
③何度か来ているがふるさとの原風景に触れたくて来た。
　自転車で走っていると堤防道路や、菜の花公園の景色が
　素晴らしかった。飯山は田舎を田舎のままとっておいて
　ほしいと感じるところ。アクティビティセンターなど駅
　には特色があっておもしろい。

39
組目

40組目 5月 5日 ( 火 ) ①新潟の 70代・40代の母娘（2名）
②菜の花公園―道の駅「花の駅千曲川」―高橋まゆみ人形館

46組目 5月 5日 ( 火 ) ①東京の 30代カップル（2名）
②馬曲温泉ほか木島平村

47組目 5月 5日 ( 火 ) ①愛知・中野市の 50代姉妹（2名）
②おさんぽバスD（丹霞郷―御鹿湿原等信濃町方面）

48組目 5月 5日 ( 火 ) ①東京の 20代女性（1名）
②野沢温泉村で冬期住み込みでアルバイトをしていた

49組目 5月 5日 ( 火 ) ①東京の 30代ご夫婦（2名）
②斑尾高原で宿泊

43組目 5月 5日 ( 火 ) ①松本市の 70代女性（2名）
②おいこっと乗車―木島平村

44組目 5月 5日 ( 火 ) ①長野市の 60代ご夫婦、30代息子夫　
婦・小学生娘（5名）　②おいこっと乗車―木島平村

51組目 5月 6日 ( 水 ) ①長野市の 50代女性（3名）
②菜の花公園

52組目 5月 6日 ( 水 ) ①新潟の 70代ご夫婦（2名）
②高橋まゆみ人形館

53組目 5月 6日 ( 水 ) ①神奈川の 70代・60代ご夫婦（2名）
②野沢温泉村―菜の花公園―高橋まゆみ人形館

55組目 5月 6日 ( 水 ) ①長野市の 60代ご夫婦（2名）
②おさんぽバスC（菜の花公園―なべくら高原方面）

56組目 5月 6日 ( 水 ) ①千曲市の 70代男女同級生（4名）
②菜の花公園―高橋まゆみ人形館

57組目 5月 6日 ( 水 ) ①東京・千曲市の 70代ご夫婦・40代
息子夫婦・娘・小中学生姉妹（7名）  ②菜の花公園

59組目 5月 6日 ( 水 ) ①東京の 30代ご夫婦（2名）
②野沢温泉村―菜の花公園

60組目 5月 6日 ( 水 ) ①千葉の40代ご夫婦と小学生息子（3名）
②奥さんの実家に墓参り

61組目 5月 6日 ( 水 ) ①東京の大学生（1年～3年生）（14名）
②木島平村の村おこしに来た大学生

63組目 5月 6日 ( 水 ) ①静岡 40代男性（1名）
②山ノ内町―中野市―飯山市をサイクリング

5月 10日（日）　飯山線改札口前
①東京都・群馬県在住　50代～60代男女（10名）

②妙高―沼の原湿原―斑尾高原
③山菜などを採るツアーにグループで来た。いろいろなも
　のが採れたし、飲んで騒いで楽しかった。信越トレイル
　の未踏破部分に挑戦するため、また来たいと思っている。

67
組目

69組目 5月 10日 ( 日 ) ①東京の 60代女性（1名）
②高橋まゆみ人形館

70組目 5月 10日 ( 日 ) ①神奈川の 60代男性（1名）
②なべくら―寺町めぐりー高橋まゆみ人形館―阿弥陀堂

71組目 5月 10日 ( 日 ) ①東京の 70代女性（1名）
②里帰り

72組目 5月 10日 ( 日 ) ①東京の 60代～ 80代女性（9名）
②野沢温泉パノラママーチに参加

74組目 5月 10日 ( 日 ) ①埼玉の 50代ご夫婦（2名）
②野沢温泉パノラママーチに参加

76組目 5月 17日 ( 日 ) ①東京の 50代男性（1名）
②田舎暮らし体験企画「百姓塾」に参加

77組目 5月 17日 ( 日 ) ①東京の 50代男性（1名）
②田舎暮らし体験企画「百姓塾」に参加

5月 5日（火・祝）　飯山線改札前
①埼玉県在住　30代女性（1名）

②菜の花公園―高橋まゆみ人形館
③塩尻市の実家の家族と車で来て、自宅のある埼玉に戻る　
　ため新幹線を利用した。素朴さが印象深い。月あかりで
　食べた飯山の郷土料理がとてもおいしかった。

41
組目

5月 17日（日）　観光案内所前
①滋賀県・石川県・長野市在住　80代・50代母娘
　と 60代の姪（3名）

②高橋まゆみ人形館―野沢温泉村に宿泊
③人形の表情がとても印象深かった。野沢では外湯につ
　かったり、朝市でたくさんお土産を買えて楽しかった。

78
組目

田舎を
田舎のまま…

こんな
利用方法も

おい
こっと

5 月 5日（火・祝）　1階階段前
①神奈川県在住　50代～ 80代の女性グループ
　（8名）

②ふれあいアート展に出品するため戸狩温泉の民宿街に来た
③飯山は自然がいっぱいで大好き。戸狩の皆さんは親切な
　人ばかりで人の温かさを感じることができる。

45
組目

人の
温かさを…

こんな利用方法も②

落ち着いた雰囲気

気軽に
来たい

関西からの
アクセスも

飯山を
堪能

残雪の
アクセント

トレッ
キング

都会にない
心地良さ

移住も
検討

朝市で
買い物

37 組目 5月 5日 ( 火 ) ①神奈川の 70代女性（2名）
②山ノ内町―菜の花公園―高橋まゆみ人形館

38組目 5月 5日 ( 火 ) ①東京の 30代ご夫婦（2名）
②城址公園―高橋まゆみ人形館

79組目 5月 17日 ( 日 ) ①千葉の 40代女性（1名）
②田舎暮らし体験企画百姓塾に参加

80組目 5月 17日 ( 日 ) ①東京の 80代・70代女性友人（2名）
②木島平村―福島棚田―戸狩温泉―黒岩山

66組目 5月 10日 ( 日 ) ①愛知・長野市の 60代女性友人（2名）
②高橋まゆみ人形館―寺町めぐり

68組目 5月 10日 ( 日 ) ①神奈川の70代・60代の女性友人（3名）
②野沢温泉パノラママーチに参加
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83 組目 5月 21日 ( 木 ) ①千葉の 60代女性（2名）
②高橋まゆみ人形館―寺町めぐり

84組目 5月 21日 ( 木 ) ①神奈川・静岡の 60代夫婦と 30代
娘と 0歳孫（4人）　②市内の親戚の家に遊びに来た

85組目 5月 22日 ( 金 ) ①京都の 80代夫婦と友人（3名）
②野沢温泉村に温泉を楽しみに

86組目 5月 22日 ( 金 ) ①東京の 60代女性（1名）
②中野市―地獄谷―志賀高原―菜の花公園―野沢温泉

5月 22日（金）　切符売り場前
①東京都・神奈川県在住　60代・70代の男女グループ（5名）

②戸狩温泉―なべくら高原の残雪をトレッキング
③毎回戸狩にスキーに来ていたが新幹線を契機にこの時期
　に来た。とても便利になった。鍋倉では残雪の上をみん
　なで歩いてとても楽しかった。

87
組目

88組目 5月 24日 ( 日 ) ①東京の 60代男性（1名）
②野沢温泉村に温泉を楽しみに

89組目 5月 24日 ( 日 ) ①東京・神奈川の 30代から 60代の
親戚男女（5名）　②墓参り

90組目 5月 24日 ( 日 ) ①千葉の70代姉妹と40代姉の息子（3名）
②野沢温泉村に温泉を楽しみに

91組目 5月 24日 ( 日 ) ①長野市の 60代女性友人（3名）
②おさんぽバスEコース（斑尾高原沼の原湿原―黒姫方面）

92組目 5月 24日 ( 日 ) ①東京の 30代男性（1名）
②おさんぽバスEコース（斑尾高原沼の原湿原―黒姫方面）

95組目 5月 24日 ( 日 ) ①東京の 60代男性（1名）
②野沢温泉村に温泉を楽しみに

96組目 5月 24日 ( 日 ) ①東京・神奈川の 30代から 60代の
親戚男女（5名）　②墓参り

97組目 5月 24日 ( 日 ) ①千葉の70代姉妹と40代姉の息子（3名）
②野沢温泉村に温泉を楽しみに

98組目 6月 2日（火） ①東京の 70代男女グループ（7名）
②野沢温泉村―斑尾高原―野尻湖

99組目 6月 2日（火） ①千葉・埼玉の70代・60代女性友人（3名）
②野沢温泉村―上ノ平高原

6月 2日（火）　1階エスカレーター前
①山形県・神奈川県在住　60代女性友人（2名）

②飯山市内―野沢温泉村―飯山市街地
③高野辰之さんの歌のイメージを見ることを目的に来た。
　ずっと前に作られた詞なのに、今でも詞に出てくる景色
　が残る部分を見ることができて良かった。

100
組目

　

新
幹
線
飯
山
駅
開
業
か
ら
３
ヵ
月
、

よ
う
や
く
開
業
以
来
の
に
ぎ
や
か
さ
も

6
月
に
入
り
一
段
落
と
い
っ
た
様
子
で
す
。

　

開
業
後
は
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に

見
学
に
お
出
か
け
い
た
だ
き
、
5
月
の
連

休
に
は
観
光
客
で
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
ま
し

た
。
ど
の
皆
さ
ん
も
白
を
基
調
と
し
た
駅

舎
と
、
太
陽
の
光
が
ふ
ん
だ
ん
に
差
し
込
む
木
の
ぬ
く
も
り
を
大
事
に
し

た
デ
ザ
イ
ン
の
交
流
セ
ン
タ
ー
に
び
っ
く
り
さ
れ
、「
素
敵
だ
ね
」
と
か
「
暖

か
い
感
じ
の
駅
だ
ね
」
な
ど
と
評
価
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。「
初
め
て
新
幹

線
で
金
沢
に
行
っ
て
く
る
よ
」
と
期
待
を
持
っ
て
駅
に
向
か
う
お
客
さ
ま
の

姿
や
、「
見
違
え
る
よ
う
な
駅
に
な
っ
た
ね
」
と
何
度
も
飯
山
に
お
越
し
い

た
だ
き
な
が
ら
も
初
め
て
新
幹
線
飯
山
駅
に
降
り
立
っ
た
観
光
客
の
笑
顔

が
嬉
し
く
な
り
ま
す
。

　

利
用
者
の
駅
に
対
す
る
思
い
は
さ
ま
ざ
ま
で
し
ょ
う
が
、
安
全
で
、
快

適
な
空
間
を
維
持
し
な
が
ら
も
楽
し
く
、
ま
た
駅
に
行
っ
て
み
よ
う
と
思

え
る
よ
う
な
雰
囲
気
作
り
を
ス
タ
ッ
フ
一
同
心
が
け
て
い
き
ま
す
。
観
光
案

内
所
の
他
に
「
駅
か
ら
ア
ウ
ト
ド
ア
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
や
軽
飲
食
を
提
供
す
る
待
合
ス
ペ
ー
ス
「
パ
ノ
ラ
マ
テ
ラ

ス
」
に
も
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

5 月 18日（月）　パノラマテラス
①東京都・埼玉県・千葉県在住　60代女性友人（4名）

②斑尾高原―沼の原湿原―道の駅「花の駅千曲川」
③ミズバショウ、リュウキンカと新緑がとても素晴らしか
　った。清々しい気分になった。新鮮な野菜、山菜の料理
　もとてもおいしかった。

82
組目

93組目 5月 24日 ( 日 ) ①埼玉の30代女性と1歳半の息子（2名）
②斑尾高原に宿泊

こんなご指摘やご要望も・・・・
・駅周辺にゆっくりと食事をする場所がほしい。
・新幹線で駅に着いてからが不便だと感じた。
・市街地に案内表示が少なく道に迷ってしまった。
・新鮮な野菜など良い物があると聞いていたが、駅周
　辺にそれを販売するお店やお土産屋がなく残念。
・新幹線の本数が少ないため、時間をつぶせるような
　施設が駅内にあるといい。
※ご指摘やご要望は貴重なご意見として担当部署等に
　報告しました。

5月 18日（月）　観光案内所
①東京都在住　20代女性友人（2名）

②木島平村―馬曲温泉
③（一人のおばあちゃんの家が木島平村にあり）初めて
　来たお友達は、景色にとても感動した。紅葉の時期にも
　う一度連れてきてもらいたい。

81
組目

おばあちゃん
の家に

新緑の
斑尾に

雪の上
を歩く

5 月 24日（日）　1階エスカレーター前
①東京都在住　60代・50代女性友人（2名）

②高橋まゆみ人形館―寺町めぐり―市街地散策
③（一人は飯山市出身）東京の友人を連れてきたが、飯
　山に対する友人の反応に地元が良い所だと見直すことが
　できた。（初めて来たお友達は）ジャンプ台が街のどこ
　からも見えて目印になり、とても印象に残った。

94
組目

地元の良さ
再認識

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
長
野
支
社
広
報
部

に
よ
る
と
北
陸
新
幹
線
開
業
後
１
カ

月
の
飯
山
駅
か
ら
の
乗
車
人
数
の
一

日
平
均
は
約
５
０
０
人
と
の
こ
と
で

し
た
が
、
４
月
下
旬
か
ら
６
月
上
旬

は
「
雪
深
い
地
だ
か
ら
こ
そ
生
ま
れ

る
自
然
の
恵
み
豊
か
な
春
」
を
楽
し

ま
れ
た
大
勢
の
お
客
さ
ま
が
駅
に
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
お
客
さ
ま
か

ら
は
、北
信
州
の
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ッ

ト
、
そ
れ
ぞ
れ
の
楽
し
み
方
、
十
人

十
色
の
感
想
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

　

駅
周
辺
の
未
開
発
な
部
分
も
踏

ま
え
て
「
こ
う
す
れ
ば
も
っ
と
・・・
」

な
ど
と
い
っ
た
ご
指
摘
も
多
く
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
北
信
州
の
春
は
飯

山
駅
を
後
に
す
る
お
客
さ
ま
方
の
心

に
深
く
焼
き
付
い
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

北
信
州
を
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
楽
し
み

　
　
魅
力
を
十
分
感
じ
取
っ
て
い
た
だ
い
た
の
で
は
・
・
・

取
材
後
記

本
町
商
店
街
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
ア
ス
パ
ラ
ン
」
も
登

場
し
、
子
ど
も
た
ち
の
楽
し
そ
う

な
声
も
響
い
て
い
ま
し
た
。

　

農
村
女
性
の
会
会
長
で
こ
の
イ

ベ
ン
ト
の
実
行
委
員
長
で
も
あ
る

三
ツ
野
幸
美
さ
ん
は
「
飯
山
の
ア

ス
パ
ラ
の
甘
さ
、
お
い
し
さ
と
産

地
か
ら
直
送
し
た
新
鮮
さ
を
味

わ
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
」
と
特
売

コ
ー
ナ
ー
か
ら
お
客
さ
ま
に
飯
山

の
味
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

須
坂
か
ら
来
ら
れ
た
と
い
う
50

代
の
ご
夫
婦
は
「
飯
山
の
ア
ス
パ

ラ
は
甘
味
が
格
別
。
そ
れ
を
使
っ

た
ア
ス
パ
ラ
せ
ん
べ
い
を
試
食
し

第
３
回 

信
越
自
然
郷 

い
い
や
ま
ア
ス
パ
ラ
ま
つ
り　

開
催

〝
こ
れ
ぞ
飯
山
の
お
い
し
い
農
産
物
〞
を
農
村
女
性
が
中
心
と
な
っ
て
Ｐ
Ｒ

　

5
月
31
日
、
第
３
回
信
越
自

然
郷
い
い
や
ま
ア
ス
パ
ラ
ま
つ
り

が
Ｊ
Ｒ
飯
山
駅
千
曲
川
口
広
場
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
村
女
性
の
皆
さ
ん
が
中
心
と

な
り
〝
こ
れ
ぞ
飯
山
の
お
い
し
い

農
産
物
〞
と
い
う
「
ア
ス
パ
ラ
」

を
市
内
外
に
Ｐ
Ｒ
し
て
、
新
幹
線

で
信
越
自
然
郷
に
訪
れ
る
人
々

を
多
く
迎
え
た
い
と
い
う
目
的
で

始
ま
っ
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
。
昨
年

ま
で
は
雪
と
寺
の
町
シ
ン
ボ
ル
広

場
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
会

場
が
変
わ
っ
た
今
回
も
、
大
特
売

コ
ー
ナ
ー
に
は
飯
山
産
ア
ス
パ
ラ

の
フ
ァ
ン
が
長
蛇
の
列
を
作
り
、

用
意
し
た
２
７
０
０
束
の
ア
ス
パ

ラ
が
完
売
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
他
に
も
ア
ス
パ
ラ
を

使
っ
た
料
理
の
試
食
、
販
売
コ
ー

ナ
ー
、
山
菜
ほ
か
飯
山
の
特
産

品
販
売
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
軒
を
連

ね
、
特
に
人
気
だ
っ
た
焼
き
ア
ス

パ
ラ
販
売
コ
ー
ナ
ー
に
も
長
蛇
の

列
が
で
き
る
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

た
が
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
」
と

感
想
を
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

おいしく新鮮なアスパラを求めて長蛇の列が

　７月を「ごみ減量推進月間」として、市民の皆さま
にごみ減量の呼びかけを広く行います。期間中はごみ
ステーションの状況確認、資源物日曜回収の実施（７月
26日）、ごみ減量集落懇談会の開催などを行います。
　ごみの減量について市民の皆さまにお願いしたいこと
が２つあります。
①生ごみの減量にご協力をお願いします
　市の調査では家庭から出されるごみの約 53%（重量）
が生ごみでした。生ごみ減量の方法としては、コンポス
ト容器や生ごみ処理機を利用して堆肥化する、食材を買
い過ぎない・食べきれる分だけ料理を作る、もえるごみ
袋に入れる前によく水分をきるなどがあります。
②分別の推進をお願いします
　市の調査ではもえるごみ袋に入れて出されるごみの約
15%（重量）がプラスチック製容器包装や古紙などの
資源物でした。これらの資源物は分別を行うことでごみ
の減量とリサイクルの推進の両方の効果がありますので
分別の徹底をお願いします。

７月は「ごみ減量推進月間」です
市民環境課 生活環境係 ☎ 62-3111 内線 191.192

「故郷」
の景色

飯
山
駅
観
光
案
内
所　
木
村
宏
所
長
の
お
話

特集　飯山駅 市外からの利用者100組に聞きました
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飯
山
市
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

伝
統
の
技
術
で
連
携
へ
の
思
い
を
込
め
て

信
州
大
学
付
属
図
書
館
に
学
章
を
贈
呈

　

平
成
16
年
に
飯
山
市
と
信
州

大
学
が
、
ま
た
平
成
25
年
に
は
市

立
飯
山
図
書
館
と
信
州
大
学
付

属
図
書
館
工
学
部
図
書
館
が
連

携
協
定
を
結
ぶ
な
ど
、
飯
山
市
と

信
州
大
学
お
よ
び
信
州
大
学
付

属
図
書
館
と
は
深
い
つ
な
が
り
が

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
び
信
州
大
学
付
属
図
書

館
中
央
図
書
館
が
6
月
1
日
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
さ
れ
た

こ
と
か
ら
市
は
５
月
13
日
、
お
祝

い
の
記
念
品
と
し
て
、
飯
山
仏
壇

の
彫
金
技
術
を
生
か
し
て
制
作
し

た
信
州
大
学
の
学
章
（
コ
マ
ク
サ

マ
ー
ク
）
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
こ
の
学
章
を
制
作
し
た
の
は
国

か
ら
伝
統
工
芸
品
と
し
て
指
定
さ

れ
て
い
る
飯
山
仏
壇
の
伝
統
工
芸

士
で
あ
る
鷲
森
誠
さ
ん（
愛
宕
町
）

で
、
贈
呈
式
で
は
「
学
章
の
模
様

が
細
か
く
、
い
ろ
い
ろ
な
た
が
ね

を
組
み
合
わ
せ
た
。
信
州
大
学
の

学
章
を
手
が
け
ら
れ
た
こ
と
は
た

い
へ
ん
光
栄
。」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ

ま
し
た
。

　

学
章
を
受
け
取
っ
た
信
州
大
学

副
学
長
兼
付
属
図
書
館
長
の
笹

本
正
治
教
授
は
「
付
属
図
書
館
に

飯
山
市
が
応
援
し
て
い
る
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
て
飾
り
た
い
」

と
お
礼
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

学
章
は
中
央
図
書
館
内
の
美

術
品
を
展
示
す
る
ス
ペ
ー
ス
に
飾

ら
れ
、
飯
山
市
と
信
州
大
学
の
今

後
よ
り
一
層
の
連
携
を
か
た
ど
っ

た
シ
ン
ボ
ル
に
な
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

制作過程を説明される鷲森誠伝統工芸士

足立市長から学章を手渡された笹本副学長（右）

　

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

は
国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
に

関
し
て
、
必
要
な
意
見
の
交
換
や

調
査
、
審
議
、
さ
ら
に
市
長
へ
の

意
見
具
申
な
ど
を
行
う
た
め
の
組

織
で
、
被
保
険
者
、
保
険
医
ま
た

は
保
険
薬
剤
師
、
公
益
を
代
表
す

る
委
員
で
組
織
さ
れ
ま
す
。

　

4
月
23
日
、
市
役
所
で
今
年

度
最
初
の
同
協
議
会
が
開
催
さ
れ

市
長
か
ら
各
委
員
へ
の
委
嘱
書
交

付
、
会
長
、
職
務
代
理
の
選
出
と

議
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。（
氏
名

は
敬
称
略
）
な
お
、
委
員
の
任
期

出
水
期
を
前
に
「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」
―
身
の
回
り
の
危
険
箇
所
の
確
認
を

長野県ホームページに掲載されている「河川砂防情報ステーション」（http://www.sabo-nagano.jp/dps/）
には、雨量情報などの土砂災害警戒情報が掲載されていますのでご活用ください。

 　
危
機
管
理
防
災
課 

消
防
防
災
係　
☎
62
３
１
１
１ 

内
線
３
７
０・３
７
１

　

6
月
は
土
砂

災
害
防
止
月
間

で
す
。
飯
山
市
に

は
、
土
石
流
や
が

け
崩
れ
に
よ
り
人

家
や
公
共
施
設

に
被
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る

土
砂
災
害
危
険
箇
所
が
２
０
０
箇

所
以
上
あ
り
ま
す
。

　

5
月
に
全
戸
へ
土
砂
災
害
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
配
布
し
ま
し
た
。

梅
雨
時
に
は
、
特
に
身
の
回
り
の

危
険
な
個
所
の
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

な
お
、
土
砂
災
害
の
被
害
を
最

小
限
に
と
ど
め
る
た
め
に
は
、
普

段
か
ら
、
気
象
情
報
や
家
の
周
り

の
状
況
に
注
意
し
、
異
常
な
降
り

方
の
雨
が
続
い
た
り
、
危
な
い
と

感
じ
た
場
合
は
、
早
め
に
避
難
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

【土砂災害ハザードマップ】土石流、急
傾斜、地すべりなど色別で表示してある
ものを 5月に全戸配布しました。※飯山
市ホームページからもご覧になれます。

 出水期に起こりやすい主な災害

特徴

斜面の地表に近い部分が、雨水
の浸透や地震等でゆるみ、突然、
崩れ落ちる現象。崩れ落ちるま
での時間がごく短いため、人家
の近くでは逃げ遅れも発生し、
人命を奪うことが多い。

斜面の一部あるいは全部が地下
水の影響と重力によってゆっく
りと斜面下方に移動する現象。
土塊の移動量が大きいため甚大
な被害が発生。

山腹や川底の石、土砂が長雨や集
中豪雨などによって一気に下流へ
と押し流される現象です。時速 20
～ 40kmという速度で一瞬のうち
に人家や畑などを壊滅させてしま
います。

主な
前兆現象

•がけにひび割れができる
•小石がパラパラと落ちてくる
•がけから水が湧き出る
•湧き水が止まる・濁る
•地鳴りがする

•地面がひび割れ・陥没
・がけや斜面から水が噴き出す
・井戸や沢の水が濁る
・地鳴り・山鳴りがする
・樹木が傾く
・亀裂や段差が発生

・山鳴りがする 
・急に川の水が濁り、流木が混ざり
  始める
・腐った土の匂いがする
・降雨が続くのに川の水位が下がる
・立木が裂ける音や石がぶつかり合
  う音が聞こえる

がけ崩れ 地すべり 土石流

防災ナビ
ＡＣ電源

乾電池

録音

録音 再生

緊急音量解除

大小

音量
・

・ ・

・
・

・

・
・

・
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梅
雨
の
出
水
期
を
前
に
、
５
月

31
日
、
平
成
27
年
飯
山
市
水
防

訓
練
が
、
木
島
側
の
河
川
敷
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
に
は
飯
山
市
消
防
団
、
赤

十
字
奉
仕
団
、
木
島
地
区
水
防

団
、
飯
山
市
建
設
業
協
会
お
よ
び

行
政
関
係
団
体
の
約
４
０
０
名
が

出
席
し
ま
し
た
。
千
曲
川
の
水
位

上
昇
を
想
定
し
、
北
信
建
設
事
務

所
職
員
の
指
導
に
よ
る
水
防
工
法

な
ど
が
実
施
さ
れ
、
実
践
に
即
し

た
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

近
年
は
全
国
的
に
増
加
し
て
い

る
局
所
的
な
集
中
豪
雨
や
台
風

に
よ
る
洪
水
被
害
で
尊
い
人
命
が

失
わ
れ
る
こ
と
も
多
い
た
め
、
消

防
団
員
は
担
当
の
水
防
工
法
を
本

番
さ
な
が
ら
の
緊
迫
感
を
持
ち
な

が
ら
熱
心
に
学
ん
で
い
ま
し
た
。

　

消
防
団
、
赤
十
字
奉
仕
団
な

ど
に
よ
る
救
護
訓
練
で
は
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
に

よ
る
救
護
訓
練
や
各
家
庭
で
手
軽

に
手
に
入
る
物
品
で
、
け
が
等
の

応
急
処
置
に
あ
た
る
訓
練
が
行
わ

れ
、
急
な
負
傷
者
発
生
時
の
救
護

法
を
実
践
し
ま
し
た
。

　

有
史
以
来
た
び
た
び
水
害
に
見

舞
わ
れ
て
き
た
飯
山
市
で
は
平
成

26
年
度
よ
り
創
設
さ
れ
た
危
機
管

理
防
災
課
を
中
心
に
、
今
後
よ
り

一
層
、
市
内
の
防
災
対
策
を
推
進

し
て
い
く
予
定
で
す
が
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
も
、
急
な
災
害
発
生
に

慌
て
ず
対
応
で
き
る
よ
う
、
日
頃

か
ら
の
準
備
を
万
全
に
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

「
僕
た
ち
の
ま
ち
を
守
っ
て
ね
」
子
ど
も
た
ち
も
見
学

　

  

5
月
30
日 

水
防
訓
練
を
開
催堤防からの漏水を想定し「月の輪工法」に

よる応急処置を実施する消防団員

　

飯
山
市
の
歴
史
的
シ
ン
ボ
ル
で

あ
り
、「
ま
ち
な
か
観
光
」
の
核

と
な
る
飯
山
城
址
公
園
の
整
備
基

飯
山
城
址
公
園
に
桜
井
戸
が
復
元
さ
れ
ま
し
た

本
計
画
に
基
づ
き
平
成
25
年
度

か
ら
進
め
て
き
た
公
園
整
備
で
桜

井
戸
が
復
元
さ
れ
ま
し
た
。

　

桜
井
戸
の
起
源
は
承
久
３

（
１
２
２
１
）
年
に
泉
小
次
郎
親

衡
が
飯
山
城
が
建
つ
前
の
丘
に
館

を
構
え
よ
う
と
し
た
こ
と
に
よ
り

ま
す
。
ま
た
丘
に
生
え
る
桜
の
根

元
か
ら
清
水
が
湧
き
出
し
た
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

飯
山
城
内
に
は
、
複
数
の
井
戸

が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
古
絵
図

よ
り
明
ら
か
で
あ
り
、
桜
井
戸
が

現
在
位
置
に
あ
っ
た
こ
と
の
根
拠

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
復
元
に
お
い
て
は
、
佐

久
間
雲
窓
筆
の
飯
山
城
を
鳥
瞰

で
伝
え
る
古
絵
図
、
信
州
大
学
土

本
研
究
室
の
調
査
お
よ
び
飯
山
市

教
育
委
員
会
の
遺
構
調
査
が
基
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
史
実
に
基
づ
い
た
往
時

の
姿
へ
の
復
元
、
市
民
の
皆
さ
ん

や
来
訪
者
の
方
々
に
飯
山
の
歴
史

や
文
化
に
触
れ
て
い
た
だ
く
場
の

提
供
を
目
指
し
ま
す
。

復元された桜井戸

●
飯
山
城
関
係
資
料
を
お
貸
し

く
だ
さ
い

　

公
園
整
備
に
あ
た
り
昭
和
初

期
以
前
の
資
料
を
探
し
て
い
ま

す
。
建
築
物
に
関
す
る
写
真
や
資

料
を
お
持
ち
の
方
は
ま
ち
づ
く
り

課
（
☎
62
３
１
１
１
内
線
２
４
５
）

ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

は
2
月
15
日
か
ら
2
年
間
で
す
。

【
会
　
　
長
】
吉
田
正
紀

【
職
務
代
理
】
伊 

東 

博 

幸

■
被
保
険
者
代
表
委
員

　

坪
井
一
夫
（
秋
津
地
区
）

　

米
望
政
信
（
瑞
穂
地
区
）

　

仲
條
朝
夫
（
富
倉
地
区
）

　

山
岸
順
司
（
外
様
地
区
）

　

江
口
千
尋
（
岡
山
地
区
）

■
保
険
医
・
保
険
薬
剤
師
代
表
委
員

　

高
橋
智
子
（
飯
水
医
師
会
）

　

服
部
達
史
（
飯
水
医
師
会
）

　

古
川
賢
一
（
飯
水
医
師
会
）

　

平
井
和
夫（
飯
水
歯
科
医
師
会
）

　

田
中
ま
ゆ
み（
飯
水
薬
剤
師
会
）

■
公
益
代
表
委
員

　

岸
田
勉

　
（
飯
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

吉
田
正
紀

　
（
飯
山
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会
）

　

森
山
善
司

   （
飯
山
市
区
長
会
協
議
会
）

　

伊
東
博
幸

   （
飯
山
商
工
会
議
所
）

　

森
香
代
子

　
（
飯
山
市
保
健
補
導
員
協
議
会
）

※
協
議
会
の
議
事
録
は
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
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■測 定 日（次の３コースから選びお申し込みください）
　※いずれのコースも 2名以上の参加者で開催します。
　Ａコース　7月 10 日（金）　13:30 ～ 15:30
　Ｂコース　7月 11 日（土）　  9:30 ～ 11:30
　Ｃコース　7月 11 日（土）　13:30 ～ 15:30
■場　　所　飯山市保健センター（市役所前）
■測定項目　身長、体重、体脂肪率、腹囲、血圧、握力、
　内転筋力、外転筋力、大腿四頭筋力、持久力、長座位
　体前屈、ファンクショナルリーチ、Timed Up & Go
■定　　員　各コース 12名（定員になり次第締切）
■対 象 者  18 歳以上の市民（心臓疾患を現在治療中、
　過去に治療された方は参加できません。その他の疾病
　で治療中に方は、主治医にご相談ください）
■参 加 費　無料（希望者には、セラバンド 500円、や
　わらかボール 150円をあっせんします）
■申込期限　7月 3日（金）まで
　（電話にて保健福祉課健康増進係までお申し込みください）

自分を知ろう！

保健福祉課 健康増進係 ☎ 62-3111 内線 181･182・187

チャレンジ体力測定チャレンジ体力測定チャレンジ体力測定
参加者募集

CHALLENGE!!

児童手当の現況届について

　現在、児童手当を受給している方は「児童手当現況届」を提
出する必要があります。これは児童手当を引き続き受ける要件
を満たしているかを確認するために、現況（毎年 6月 1日現在）
を届け出るものです。
　現況届の提出が必要な方には、６月中旬頃に通知をお送りし
ますので、手続きにお越しください。
　なお、この届けの提出がない場合、６月分以降の手当が受け
られなくなりますのでご注意ください。

　子ども育成課 子育て支援係 ☎ 62-3111 内線 364

子育て世帯臨時特例給付金の申請を
お願いします

子ども育成課 子育て支援係 ☎ 62-3111 内線 363・364

平成 27年 6月分の児童手当を受給される方が対象です
支給要件

支 給 額 対象児童1人につき　3,000円
基 準 日 平成27年5月31日

支給対象者

申請方法
申 請 先 飯山市役所子ども育成課窓口

平成 27年 6月分の児童手当を飯山市から受給さ
れる方が対象です

申請期間 6月 19日（金）～ 9月 18日（金）
提出書類 申請書（児童手当の現況届とあわせて郵送します）
■公務員の方
　平成 27年 5月 31日時点で飯山市に住民票がある方が対象
です。（勤務先からの案内もご確認ください）飯山市から個々
への案内はありませんのでご注意ください。

　チャレンジ体力測定では、トレーニングマシーンなど
で、下半身の筋力や持久力、柔
軟性など 13項目を測定します。
またトレーニング方法も紹介
し、成果を確認するために、定
期的に再測定も行います。
　自分の体力を知り、体力アップにチャレンジしてみま
せんか。

飯山市の
財政事情
平成 26年度下半期の財政状況
　市では年 2回、財政の執行状況等を市民の皆さんに
公表しています。今回は平成 26 年 10 月から 27 年 3
月末まで（数値は 3月末現在）の状況です。
　なお、さらに詳細なデータは飯山市ホームページでご
覧いただけます。

収入内容 予算額 収入済額 収入率
地方交付税 49億 8,295万円 52億 6,279万円     105.6％
市 債 33億 9,400万円 10億　480万円 29.6％
国庫支出金 31億 5,719万円 8億 6,516万円 27.4％
市 　 税 22億 3,600万円 23億 8,162万円 106.5％
諸 収 入 7億 5,042万円 7億 2,381万円 96.5％
県 支 出 金 6億 9,201万円 3億 9,267万円 56.7％
そ の 他 34億 8,094万円 20億 7,760万円 59.7％

一般会計（歳出）

支出内容 予算額 支出済額 執行率
土 木 費 84億 2,515万円 28億 7,577万円 34.1％
民 生 費 30億 1,253万円 27億 7,477万円 92.1％
総 務 費 22億 3,943万円 15億 7,411万円 70.3％
公 債 費 11億 1,835万円 10億 3,832万円 92.8％
教 育 費 9億 4,374万円 8億 4,559万円 89.6％
衛 生 費 8億 9,390万円 7億 1,085万円 79.5％
商 工 費 8億 8,832万円 7億 6,135万円 85.7％
農林水産業費 5億 4,364万円 2億 9,576万円 54.4％
そ の 他 6億 2,845万円 5億 9,269万円 94.3％

収入済額 127億　845万円（収入率 68.0％）

支出済額 114億 6,921 万円（執行率 61.4％）

特別会計（歳入・歳出）
収入済額   59 億 7,338 万円（収入率 77.3％）
支出済額   70 億　　75万円（執行率 90.6％）

一般会計 歳入歳出予算額 186 億 9,351 万円
（前年度繰越明許分含）

〈執行状況〉

特別会計名 予算現額
収入済額 収入率
支出済額 執行率

公 共 下 水
道 事 業 8億 3,828万円

3億 2,520万円 38.8％
8億　210万円 95.7％

国 民 健
康 保 険 27億 3,300万円 22億 7,548万円 83.3％

24億 7,587万円 90.6％
特定環境保全
公 共 下 水 道 3億 5,715万円 1億　746万円 30.1％

3億 3,089万円 92.6％
福 祉 企 業
セ ン タ ー 4,496万円 3,900万円 86.7％

4,052万円 90.1％

簡易水道等 1億 7,929万円 1億　563万円 58.9％
1億 5,621万円 87.1％

介 護 サ ー
ビ ス 事 業 832万円 798万円 95.9％

599万円 72.0％
農 業 集 落
排 水 事 業 3億 3,006万円 9,466万円 28.7％

3億 2,740万円 93.1％

介 護 保 険 27億 1,932万円 25億 3,502万円 93.2％
24億 5,492万円 90.3％

ケーブルテ
レ ビ 事 業 2億 7,289万円 2億 4,848万円 91.1％

2億 1,831万円 80.0％
後 期 高 齢
者 医 療 2億 4,063万円 2億 3,447万円 97.4％

2億 2,854万円 86.7％

普通会計
85 億 3,551 万円

市債残高合計  217 億 4,536 万円
企業会計

132 億　985万円
①下水道関係
108億 6,279 万円
②上水道関係
23億 4,706 万円

③土木関係
32億 1,440 万円
④教育関係
5億 3,249 万円

⑤公営住宅関係
4億 4,503 万円

⑥保健衛生
4億 2,671 万円

⑦福祉関係
2億 3,838 万円

⑧商工関係
2億 2,227 万円

⑨農林関係
1億 3,395 万円

⑩情報関係
1億 1,337 万円

⑪そ の 他
32億　891万円

長期借入金残高の内訳（平成 27年 3月末）

長期借入金残高の推移（各年 3月末）
343 億 3,342 万円

250 億

300億

350億

200億
H19　H20　H21　H22　H23　H24　H25　H26　H27

316 億 8,317 万円
290億 9,628 万円

270億 5,105 万円
249億 4,431 万円

232億 5,861 万円
219億 8,846 万円

215億 8,098 万円
217億 4,536 万円

企業
会
計
　
60.8％　　　　

 普
通
会
計
　
39

.2％

市債残高合計
217 億　　　
　4,536 万円

① 50.0%

② 10.8%

③ 14.8%

④ 2.4%

⑩ 0.5%⑨ 0.6%

⑧ 1.0%⑦ 1.1%

⑥ 2.0%⑤ 2.0%

⑪ 14.8%

一般会計（歳入）

　
６
月
１
日
、
北
信
合
同
庁
舎
４

階
講
堂
で
平
成
27
年
度
信
越
９
市

町
村
広
域
観
光
連
携
会
議
の
総

会
が
開
催
さ
れ
会
議
の
構
成
員
な

ど
約
60
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
で
同
会
議
の
会
長
を
務
め

る
足
立
市
長
は
「
個
々
の
観
光
資

源
は
各
市
町
村
で
磨
き
を
か
け
て

も
ら
い
広
域
観
光
連
携
で
そ
れ
ら

を
結
び
つ
け
付
加
価
値
を
つ
け
て

い
き
た
い
。」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。
ま
た
、
今
年
度
の
事
業
計
画

に
も
触
れ
「
信
越
自
然
郷
は
移
動

そ
の
も
の
が
楽
し
い
エ
リ
ア
。
今

後
は
自
転
車
を
活
用
し
た
サ
イ

ク
リ
ン
グ
ル
ー
ト
の
整
備
を
検
討

し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
、
同
会
議
の
顧
問
で
あ
り

立
教
大
学
観
光
学
部
兼
任
講
師

の
清
水
愼
一
さ
ん
は
、
最
近
の
観

光
状
況
に
つ
い
て
、
デ
ー
タ
を
踏

ま
え
な
が
ら
新
幹
線
が
開
業
し

た
今
後
は
「（
※
１
）
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
」、「（
※
２
）Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
モ
ビ

リ
テ
ィ
」、「
二
次
交
通
」
の
検
討

が
必
要
に
な
る
と
し
「
お
客
さ
ま

本
位
、
顧
客
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い

く
こ
と
が
も
っ
と
も
重
要
」
と
あ

い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
平
成
26
年
度
事
業

報
告
と
決
算
、
平
成
27
年
度
事

業
計
画
と
予
算
に
つ
い
て
と
信
越

自
然
郷
の
基
本
構
想
案
、
組
織
案

に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

休
憩
を
は
さ
ん
で
有
限
会
社

京
都
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ツ
ア
ー
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
代
表
取
締
役
の
多
賀
一

雄
さ
ん
に
よ
る「
自
転
車
と
観
光
」

に
つ
い
て
の
講
演
が
行
わ
れ
、
信

越
自
然
郷
が
自
転
車
観
光
の
聖
地

と
な
る
た
め
の
秘
め
た
可
能
性
や

ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

（
※
１
）イ
ン
バ
ウ
ン
ド
：
海
外
か

ら
日
本
へ
来
る
観
光
客
の
こ
と

（
※
２
）Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
モ
ビ
リ
テ
ィ：

世
界
水
準
に
向
け
た
県
の
取
り
組

み
。
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、
サ
イ
ク
リ

ン
グ
、
カ
ヌ
ー
等
の
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
を
楽
し
み
な
が
ら
目
的
地
間

を
移
動
し
、
移
動
行
程
自
体
を
楽

し
む
旅
の
ス
タ
イ
ル

信
越
９
市
町
村
広
域
観
光
連
携
会
議
総
会
を
開
催

信
越
自
然
郷
を
自
転
車
観
光
の
聖
地
に用

語
説
明



農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
回
収
の
お
知
ら
せ

種　　類 金　額
ポリエチレン類 50円
肥料袋類 50円
塩化ビニール類 60円
その他ビニール類 70円
その他プラスチック類 100円
きのこビン・育苗ポット類 95円
農薬空容器関係 190円
イボ竹 35円
直管・アーチパイプ 15円
紙袋 5円 /枚

　

環
境
問
題
か
ら
、
野
焼
き
は
法

律
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

資
源
の
有
効
活
用
と
環
境
へ
の
配

慮
の
た
め
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
の
集
団
回
収
を
行
い
ま
す
。

　

回
収
を
行
う
農
業
廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
類
は
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
や
エ
コ
パ
ー
ク
寒
川
に
出
す
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
機

会
に
処
分
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日　
時　
６
月
27
日
㈯

午
前
８
時
30
分
〜
11
時

■
場　
所　
Ｊ
Ａ
北
信
州
み
ゆ
き

 

・
基
幹
配
送
セ
ン
タ
ー
（
木
島
）

 

・
基
幹
集
荷
所
（
常
盤
）

 

・
西
部
配
送
セ
ン
タ
ー
（
太
田
）

■
持
ち
物　
委
任
状
、
負
担
金
、

印
鑑
（
委
任
状
等
関
係
書
類
は
、

各
営
農
セ
ン
タ
ー
、
農
林
課
窓
口

に
用
意
し
て
お
り
ま
す
）

回収する種類と負担金（1kg）

北
信
州
み
ゆ
き
農
業
協
同
組
合 

営
農
資
材
課
☎
62
６
０
１
０

農
林
課 

農
業
振
興
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
２
６
２・２
６
３

　

商
品
の
売
買
や
各
種
証

明
行
為
、
農
産
物
や
食
品

の
パ
ッ
ク
詰
め
、
学
校
の

体
重
測
定
等
に
使
用
す
る
「
は
か
り
」
を

お
持
ち
の
方
は
、
２
年
に
１
回
の
定
期
検

査
の
受
検
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
下
記
の
日
程
で
実
施
し
ま

す
の
で
「
は
か
り
」
を
持
参
し
、
お
近
く

の
会
場
で
必
ず
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
持
ち
込
む
際
は
、
は
か
り
に
付

着
し
た
粉
、
水
分
、
ほ
こ
り
等
を
落
と
し

て
き
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
検
査
に
は
手
数
料
（
種
類
に
よ

り
異
な
り
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
）
が
必
要
で
す
の
で
、
当
日
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

長
野
県
計
量
検
定
所 

検
定
・
検
査
課 

☎
０
２
６
３
47
４
０
０
６

商
工
観
光
課 

商
工
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
２
１
１

取
引
・
証
明
用
「
は
か
り
」
定
期
検
査
を
実
施
し
ま
す

日にち 時間 会場

7月 7日（火） 10:30 ～ 12:00 瑞穂地区活性化センター
13:30 ～ 15:30 木島地区活性化センター

7月 8日（水） 11:00 ～ 12:00 岡山小学校
13:30 ～ 15:30 太田地区活性化センター

7月 9日（木） 10:30 ～ 12:00 常盤地区活性化センター
13:30 ～ 16:00 柳原地区活性化センター

7月10日（金） 9:00 ～ 12:00 飯山市役所13:00 ～ 15:00

100100

 移住定住推進課 住宅係　☎ 62-3111 内線 252

■随時募集団地・戸数
　水上団地（曙町）1戸、曙町団地 4戸、地域特別賃貸住宅（野坂田）1戸
■受付期間　6月 26日（金）から定員に達するまでの間
　　　　　　休日等の閉庁日を除く 8:30 ～ 17:15
■申込用紙配布・受付場所　　市役所 2階　移住定住推進課住宅係

　市では下記のとおり市営住宅の補充入居者を募集します。
　入居資格等、詳しくはお問い合わせください。

市営住宅入居者募集

９
月
27
日
開
催　

信
越
自
然
郷 

第
３
回
北
信
州
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　
　
　
　
コ
ー
ス
の
紹
介
と
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集

　

毎
年
好
評
の
北
信
州
ハ
ー
フ
マ

ラ
ソ
ン
大
会
。
今
年
は
９
月
27
日

㈰
に
開
催
し
ま
す
。

　

今
年
は
、
コ
ー
ス
が
左
図
の
と

お
り
と
な
り
、
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
は

『
本
町
商
店
街
』
と
な
り
ま
す
。

沿
道
か
ら
の
熱
い
応
援
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

大
会
当
日
は
、
市
内
各
地
で

交
通
規
制
を
行
う
た
め
、
市
民
の

皆
さ
ま
に
は
ご
不
便
を
お
か
け
し

 
北
信
州
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
事
務
局
（
ス
ポ
ー
ツ
推
進
室
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係
内
）　
☎
62
３
１
１
１ 

内
線
３
５
３・３
５
４　
Ｆ
Ａ
Ｘ
62
５
９
９
０

ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
国
道
１
１
７

号
の
交
通
規
制
は
、
11
時
ま
で
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
本
町

商
店
街
の
区
間
の
交
通
規
制
を
行

い
ま
す
の
で
、
国
道
１
１
７
号
を

市
街
地
に
向
か
っ
て
南
下
す
る
車

に
つ
い
て
は
、
有
尾
ト
ン
ネ
ル
か

ら
西
回
り
線
を
迂
回
路
と
す
る
予

定
で
す
。（
交
通
規
制
の
概
要
に

つ
い
て
は
、８
月
に
配
布
し
ま
す
。）

　

昨
年
の
大
会
が
『
全
国
ラ
ン
ニ

ン
グ
大
会
１
０
０
撰
』
に
選
ば
れ
、

全
国
の
ラ
ン
ナ
ー
に
注
目
さ
れ
る

大
会
に
な
り
ま
し
た
。
参
加
申
込

み
は
６
月
30
日
㈫
ま
で
で
す
。
お

早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
】　

　

今
年
も
「
給
水
所
」、「
フ
ィ
ニ
ッ

シ
ュ
会
場
」、
コ
ー
ス
上
で
大
会
運

営
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
け
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
事
務
局

ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
次
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
い

た
だ
け
る
方
も
現
在
募
集
し
て
い

ま
す
。
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

①
自
宅
の
水
道
に
シ
ャ
ワ
ー
ま
た

は
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
を
設
置
し
、

走
っ
て
い
る
選
手
に
水
を
か
け
て

く
だ
さ
る
方
（
当
日
雨
天
の
場
合

は
、
水
か
け
は
行
い
ま
せ
ん
。）

大会は多くのボランティアの方に支えられています

②
私
設
エ
イ
ド
（
コ
ー
ス
上
で
飲

食
物
等
を
提
供
す
る
と
こ
ろ
）
の

設
置
を
考
え
て
い
る
方

　鉢を天井から吊るしたり、壁
に掛けたりしながら植物を育て
て楽しむハンギングバスケット
講習会を開催します。
　この機会に、ハンギングバス
ケットで玄関やお庭を色鮮やか
に飾ってみませんか？
■日　時　　7月 10日（金）午前 9:30 ～
■場　所　　飯山女性センター未来　創作室
■講　師　　園芸指導員　丸山珠美さん
■参加料　　苗代・容器代で 2,000 ～ 3,000 円程度（容器の
　　　　　　ある方はお持ちください）
■持ち物　　園芸用はさみ（お持ちの方）、手袋等
■定　員　　10名
■申込み　　6月 29日～ 7月 3日（8:30 ～ 17:00）
　　　　　　まちづくり課まち並整備係までお電話でお申し込
　　　　　　みください。（定員になり次第締め切りとします）
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9月 27日（日）開催
信越自然郷　第3回北信州ハーフマラソン　コース

ハーフマラソンスタート
野沢温泉村役場
予定時刻 8:30

第 1関門
菜の花公園西
9:30

第 2関門
木島平村役場
9:50

10kmマラソンスタート
木島平村役場
予定時刻 8:50

第 4関門
旧岳北消防本部前

10:50

第 3関門
下木島公民館前

10:30
3kmマラソンスタート

飯山市本町
予定時刻 8:50

　　給水所
　　関門所
　　3km折返し

うまいもの市
ゴール後エリア
（予定）
3kmスタート

ゴール

ゴール付近（飯山市本町）拡大図

上町東

市役所

飯山郵便局

中央橋
本
町
商
店
街

「飯山市プレミアム付商品券」「飯山市生活応援券」を発行します
 プレミアム付商品券：飯山商工会議所　☎ 62-2162　  生活応援券：市役所 保健福祉課 社会福祉係　☎ 62-3111 内線 172

※両券とも市内で営業する商店・事業所等で取扱店の登録をした商店等で利用できます。（詳細は飯山商工会議所へお問い合わ
　せください）
（注 1）大型店・・・本号と一緒に配布しましたチラシに記載のある大規模店

◆飯山市プレミアム付商品券
　飯山商工会議所では、市と連携し地域の消費拡大を目的と
した「20%のプレミアム」が付く「飯山市プレミアム付商品
券」を発行します。多くの皆さまのご購入をお願いします。
①発行総額 2億 1000万円
②商品券は１冊を１万円で販売（1000円券を 12枚綴り）
③購入限度額は 1世帯あたり 100万円
④大型店（注 1）では１冊（12枚）のうち４枚まで利用可能
●販売所　飯山商工会議所（飯山福寿町）
※購入に際しては本号と一緒に配布しましたチラシ下部の申
込書に必要事項を記入のうえご持参ください。（コピー不可）
●販売期間　６月 27日㈯から毎日（売り切れ次第終了）
                   9:00 ～ 16:00
※6月27日のみ飯山市民限定とし9:00から20:00まで販売します。
●利用期間　６月 27日㈯～　平成 27年 12月 26日㈯

◆飯山市生活応援券
　市民税非課税の高齢者世帯等には「飯山市生活応援券」を
発行します。
●配布対象世帯　平成 27年 6月 1日現在、飯山市に住民登
　録されていて、平成 26年度市民税非課税世帯で次のア～
　カのいずれかに該当する世帯
　ア 75 歳以上のみの世帯　イ障害者（身体障害者は身体障
　害者手帳１級または２級、知的障害者は療育手帳A１また
　はA２、精神障害者は精神保健福祉手帳 1級または 2級
　の方）のいる世帯　ウ介護保険認定区分の要介護度 4また
　は 5の方がいる世帯　エ母子または父子のみの世帯　オ第
　1号と前号の複合世帯　カ生活保護世帯
①１冊を該当する世帯へ配布（1000円券を 10枚綴り）
②大型店（注 1）では 1冊（10枚）のうち３枚まで利用可能
※該当者へは７月上旬に民生委員を通じて配布され、配布後
から 12月 26日まで利用可能です。

―玄関に飾ろう！―
ハンギングバスケット講習会
まちづくり課 まち並整備係 ☎ 62-3111 内線 245・246



　今年も夏のプールシーズンがスタートします。
　ウォータースライダーや流水プールなど、家族や友だちで
楽しめる飯山市民プールへ。多くの皆さまのご来場をお待ち
しています。

　

日
常
生
活
に
お
い
て
、
常
時
介

護
を
必
要
と
す
る
在
宅
の
重
度
障

害
者
・
障
害
児
の
皆
さ
ん
の
負
担

軽
減
の
た
め
、障
害
者
福
祉
手
当・

障
害
児
福
祉
手
当
を
支
給
し
ま

す
。（
※
い
ず
れ
も
施
設
に
入
所
さ

れ
て
い
る
方
な
ど
は
対
象
外
で
す
。）

【
特
別
障
害
者
手
当
】

■
支
給
対
象
者

　

常
時
特
別
な
介
護
を
必
要
と

す
る
20
歳
以
上
の
在
宅
障
害
者

（
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
程
度
の
障

が
い
が
２
つ
以
上
あ
る
か
、
こ
れ
と

同
程
度
以
上
の
障
が
い
が
あ
る
人

な
ど
。
内
部
障
害
重
複
は
除
く
）

■
支
給
額（
月
額
）
　
２
万
６
６
２
０
円

■
支
給
制
限

　
入
院
ま
た
は
施
設
に
入
所
し
て

い
る
場
合
、
お
よ
び
本
人
、
配
偶

者
、
扶
養
義
務
者
の
所
得
額
が
限

度
額
を
超
え
る
場
合
は
対
象
外
。

【
障
害
児
福
祉
手
当
】

■
支
給
対
象
者

　

常
時
特
別
な
介
護
を
必
要
と

す
る
20
歳
未
満
の
在
宅
障
害
者

（
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
お
よ
び

在
宅
の
重
度
障
害
者
・
障
害
児
の
皆
さ
ん
の
負
担
を
軽
減

　

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当
の
ご
案
内
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線
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６・１
８
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２
級
の
一
部
の
障
害
児
、
療
育
手

帳
Ａ
１
の
一
部
の
重
度
障
害
児
。

ま
た
は
こ
れ
ら
と
同
程
度
の
障
が

い
が
あ
る
人
な
ど
）

■
支
給
額（
月
額
）
　
1
万
４
４
８
０
円

■
支
給
制
限

　

施
設
に
入
所
し
て
い
る
場
合
、

お
よ
び
保
護
者
な
ど
の
所
得
額
が

限
度
額
を
超
え
る
場
合
は
対
象

外
。

　
い
ず
れ
も
お
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。
詳
し
く
は
保
健
福
祉
課
ま

で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

飯
山
市
福
祉
医
療
費
特
別
給

付
金
と
は
、
乳
幼
児
・母
子
家
庭・

父
子
家
庭
・
障
が
い
の
あ
る
方
な

ど
が
、
医
療
機
関
で
診
察
を
受
け

た
り
薬
局
で
調
剤
を
受
け
た
場
合

な
ど
に
、
窓
口
で
支
払
っ
た
自
己

負
担
金
の
一
部
を
後
で
お
返
し（
償

還
払
い
）
す
る
も
の
で
す
。

　

福
祉
医
療
費
特
別
交
付
金
を

受
給
し
て
い
る
方
は
、
年
に
１
回

の
更
新
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
更
新
の
必
要
な
方
に
は
個
々

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
手
続

き
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
受

給
資
格
に
は
所
得
制
限
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
今
回
の
更
新
手
続
き
対
象
者

　
母
子
家
庭
・
父
子
家
庭
・
障
害

　
の
あ
る
方

■
受
付
日
時

　
７
月
８
日
㈬
、
９
日
㈭

　
９
時
〜
19
時

■
受
付
場
所

　
市
役
所
４
階
第
１
委
員
会
室

対
象
と
な
る
方
は
受
給
者
証
の
更
新
手
続
き
を

　

飯
山
市
福
祉
医
療
費
特
別
給
付
金

※
上
記
２
日
間
に
都
合
の
つ
か
な

い
方
は
平
日
8
時
30
分
〜
17
時

に
保
健
福
祉
課
⑥
番
窓
口
で
受

付
で
き
ま
す
。
他
の
申
請
受
付
も

あ
り
混
雑
し
ま
す
の
で
、
で
き
る

だ
け
２
日
間
の
ど
ち
ら
か
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

■
持
ち
物

①
各
種
手
帳（
身
体・療
育・精
神
）

※
精
神
２
級
お
よ
び
３
級
手
帳
の

方
は「
自
立
支
援
医
療
受
給
者
証
」

②
保
険
証
③
印
か
ん
④
更
新
申

請
書
⑤
そ
の
他
更
新
通
知
の
持
ち

物
に
該
当
す
る
証
明
書

飯山市民プール
オープン

スポーツ推進室 スポーツ推進係　☎ 62-3111 内線 353

■営業期間　７月 18日（土）～ 8月 23日（日）
■定 休 日   ７月 22日（水）、29日（水）
　　　　　　8月 45日（水）、10日（月）、19日（水）
　　　　　・7月 18日および８月 23日は入場無料です。
　　　　　・8月 23日は飯山市ジュニア水泳大会予定。
■営業時間　9:30 ～ 16:30
■入 場 料　大人250円、中学生以下150円（2歳未満無料）
　　　　　　※小学校3年生以下は、成人の付添人が必要です。

　市では、市民プール
の監視アルバイトを募
集しています。
　勤務期間、勤務条件
等詳しくはスポーツ推
進室までお問い合わせ
ください。

市民プール監視アルバイト募集中

7月18日（土）13：00
　

市
で
は
地
震
に
対
す
る
住
宅
の

安
全
性
の
評
価
診
断
を
無
料
で
行

い
、
危
険
な
住
宅
と
判
断
さ
れ
た

住
宅
の
所
有
者
に
対
し
て
、
従
来

制
度
は
住
宅
の
耐
震
補
強
に
伴
う

補
助
制
度
の
み
で
し
た
が
、
耐
震

化
を
確
保
す
る
た
め
の
建
替
え
も

補
助
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

《
耐
震
診
断
》

・
昭
和
56
年
5
月
以
前
に
建
設
さ

昭
和
56
年
5
月
以
前
に
建
設
さ
れ
た
住
宅
の

　
　
　
　
　
　
　

耐
震
化
工
事
の
補
助
制
度
が
拡
充
に
な
り
ま
す

 

移
住
定
住
推
進
課 

住
宅
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
２
５
２

―
耐
震
性
を
確
保
す
る
た
め
に
住
宅
の
建
替
え
を
行
う
場
合
も
補
助
対
象
に
な
り
ま
す

れ
た
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断

・
昭
和
56
年
6
月
以
降
に
増
改
築

を
さ
れ
て
い
な
い
住
宅

■
受
付
期
限　
7
月
31
日
㈮

※
そ
の
他
に
も
事
業
の
該
当
要
件

が
あ
り
ま
す
。

《
耐
震
補
強
ま
た
は
建
替
え
》

○
工
事
費
補
助
金
額
等

・
補
助
対
象
工
事
費
の
２
分
の
１

以
内
で
補
助
限
度
額
９
０
９
千
円

○
工
事
費
補
助
対
象
要
件

・
耐
震
診
断
士
が
判
定
し
た
精
密

診
断
で
地
震
に
よ
る
倒
壊
の
危
険

が
あ
る
と
診
断
さ
れ
た
住
宅

・
昭
和
56
年
5
月
以
前
に
建
設
さ

れ
た
木
造
住
宅

・
昭
和
56
年
6
月
以
降
に
増
改
築

を
さ
れ
て
い
な
い
住
宅

※
そ
の
他
に
も
事
業
の
該
当
要
件

が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
受
付
期
限  

12
月
25
日
㈮

　

市
で
は
、
平
成
25
年
４
月
に
施

行
さ
れ
た
障
害
者
優
先
調
達
推
進

法
に
基
づ
き
、
27
年
度
の
障
害
者

就
労
施
設
等
か
ら
の
物
品
・
役
務

の
調
達
方
針
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

同
法
は
、「
障
害
者
の
経
済
面

で
の
自
立
を
進
め
る
た
め
、
国
や

地
方
公
共
団
体
が
率
先
し
て
障
害

者
就
労
施
設
等
か
ら
の
物
品
等

の
調
達
を
推
進
し
よ
う
」
と
い
う

も
の
で
す
。
昨
年
度
は
清
掃
業
務

委
託
で
46
万
円
、
そ
の
他
業
務
で

67
万
円
、
合
計
１
１
３
万
円
の
調

障
害
者
に
よ
り
多
く
の
働
く
機
会
を　
　
　

平
成
27
年
度
障
害
者
就
労
施
設
か
ら
の
調
達
方
針
を
作
成

 

保
健
福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係 
☎
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内
線
１
８
９

達
実
績
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
度

調
達
方
針
は
障
害
者
就
労
施
設
か

ら
、
昨
年
を
上
回
る
調
達
を
進
め

る
こ
と
を
目
標
と
し
ま
し
た
。

　

ふ
っ
く
ら
工
房
ふ
る
さ
と
等
市

内
の
施
設
で
は
、
パ
ン
や
薪
等
の

製
作
、
販
売
の
ほ
か
、
施
設
清
掃

や
郵
便
物
の
封
入
等
の
作
業
も

行
っ
て
お
り
、
障
が
い
の
あ
る
人

た
ち
が
そ
の
特
性
や
能
力
に
応
じ

て
働
い
て
い
ま
す
。
市
の
発
注
に

よ
り
少
し
で
も
働
く
機
会
が
増
え

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

上
下
水
道
課 

下
水
道
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
２
２
１

下
水
道
・
農
業
集
落
排
水
へ
接
続
を
し
ま
し
ょ
う

　

平
成
26
年
度
末
に
お
い
て
、
下

水
道
等
を
利
用
す
る
こ
と
が
可
能

な
人
口
割
合
は
99
・
1
㌫
に
達
し
、

多
く
の
方
が
下
水
道
を
利
用
で
き

る
状
態
と
な
り
ま
し
た
が
、
現
在

下
水
道
に
接
続
し
て
い
る
人
口
割

合
は
89
・
9
㌫
で
あ
り
、
約
10
㌫

の
市
民
が
下
水
道
に
接
続
し
て
い

な
い
状
況
で
す
。

　

生
活
雑
排
水
は
、
川
な
ど
を
汚

す
原
因
の
7
割
を
占
め
て
お
り
、　

下
水
道
を
利
用
す
る
こ
と
で
汚
れ

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

下
水
道
法
で
は
、
生
活
雑
排

水
の
下
水
道
接
続
と
水
洗
ト
イ
レ

へ
の
改
造
を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。

ま
だ
下
水
道
へ
接
続
し
て
い
な
い

皆
さ
ま
は
速
や
か
に
下
水
道
へ
接

続
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
下
水
道
エ
リ
ア
で
し
尿
の

み
を
処
理
す
る
「
単
独
浄
化
槽
」

を
設
置
・
利
用
さ
れ
て
い
る
家
庭

が
あ
り
ま
す
が
、
単
独
浄
化
槽
は

水
質
保
全
に
は
全
く
役
に
立
た
な

い
ば
か
り
か
、
し
尿
を
不
完
全
な

処
理
で
川
に
流
す
点
で
、
環
境
に

悪
影
響
を
お
よ
ぼ
し
ま
す
。
単
独

浄
化
槽
を
設
置
し
て
い
る
皆
さ
ま

も
、
直
ち
に
下
水
道
へ
の
接
続
を

お
願
い
し
ま
す
。
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市
の
水
道
事
業
に
係
る
会
計
制
度
の
見
直
し

　

飯
山
市
の
水
道
事
業
会
計
は
、

地
方
公
営
企
業
法
に
基
づ
い
て
企

業
会
計
制
度
が
適
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
び
、
地
方
公
営
企
業

の
会
計
基
準
の
見
直
し
を
受
け

て
、
飯
山
市
の
水
道
事
業
の
会
計

処
理
も
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
そ

こ
で
会
計
制
度
見
直
し
の
概
要
お

よ
び
飯
山
市
水
道
事
業
会
計
へ
の

影
響
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

〇
地
方
公
営
企
業
会
計
制
度
・
会

計
基
準
の
見
直
し
に
つ
い
て

　

地
方
公
営
企
業
の
会
計
制
度

は
、
平
成
23
年
度
の
地
方
公
営

企
業
法
お
よ
び
関
係
政
省
令
の
改

正
に
よ
り
、
昭
和
41
年
以
来
と
な

る
大
幅
な
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、「
借
入
資

本
金
の
表
示
区
分
の
変
更
」「
補

助
金
等
に
よ
り
取
得
し
た
資
産
の

償
却
制
度
の
変
更
」「
引
当
金
の

計
上
」
な
ど
11
項
目
の
会
計
基
準

が
見
直
さ
れ
、
平
成
26
年
度
の
決

算
か
ら
適
用
と
な
り
ま
す
。

○
『
地
方
公
営
企
業
の
会
計
基
準

見
直
し
の
影
響
（
損
益
計
算
書
へ

の
影
響
）』

　

会
計
基
準
が
大
き
く
変
わ
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
経
営
実
態
へ
の
影

響
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
財
務
諸
表

の
表
示
が
従
来
の
も
の
と
大
き
く

 

上
下
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務
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変
わ
り
ま
す
。
今
回
は
、
損
益
計

算
書
に
ど
の
よ
う
な
影
響
あ
る
の

か
に
つ
い
て
簡
単
な
イ
メ
ー
ジ
図

を
お
示
し
し
ま
す
。
損
益
計
算
書

は
経
営
成
績
を
示
す
も
の
で
１
年

間
の
収
益
か
ら
費
用
を
差
し
引
い

た
も
の
が
利
益
と
な
り
ま
す
。

※
新
た
な
会
計
基
準
の
適
用
の
影

響
に
よ
り
利
益
は
増
加
し
ま
す

が
、
長
期
前
受
金
の
収
益
化
に
伴

い
増
加
す
る
利
益
は
現
金
収
入
を

伴
わ
な
い
会
計
処
理
上
の
利
益
で

あ
り
、
水
を
安
定
し
て
お
届
け
す

る
た
め
に
必
要
な
施
設
更
新
事
業

の
財
源
と
し
て
活
用
で
き
な
い
も

の
で
あ
り
、
経
営
を
資
金
面
で
好

転
さ
せ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

暑い夏の日はプールに行こう

【従来の基準】

会計基準見直しによる損益計算書への影響イメージ図

費 用

利 益

収 益

※長期前受金…償却資産の取得に係る補助金等のこと

【新基準】
長
期
前
受
金
（
※
）
が
収
益
に

含
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

費 用

利 益

前受金

収 益

現
金
収
入
を
伴
わ
な
い
利
益
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消防職員を募集します
岳北広域行政組合（岳北消防本部）　総務課  ☎ 62-0119 

　岳北広域行政組合では平成 28年４月１日採用予定の消防職員を次のとおり募集します。
募集要項
【募集職種および人数】　消防職員を若干名募集
【受験資格】　
　平成 27年 7月１日現在、飯山市・木島平村・野沢温泉村・
　栄村に住民登録があり居住（通学等のため市外に居住し
　ている方を含む）している方。または家族が居住してお
　り、　採用後は住所登録し、居住を予定の方で次の①、②
　いずれかに該当する方
①高校卒業もしくは卒業見込みの方、　またはこれと同等と
　認められる方（S63.4.2 ～ H10.4.1 生）
②消防職員の経験がある方、または救急救命士の資格取得
　者（S59.4.2 ～ H8.4.1 生）
※受験できない方
●日本国籍を有しない方
●地方公務員法第 16条の欠格条項に該当する方
【一次試験の日時】（会場：飯山市木島地区活性化センター）
　期　日　9月 20日（日）（受付：午前 9時 30分～）
【一次試験項目】
　教養、作文、消防適性検査

【一次試験の合格発表】
　10月中旬までに受験者全員に通知します。
【二次試験】
　二次試験（口述試験、体力検査、疾病検査）は 10月下
　旬に飯山消防署で実施し、最終合格発表は 11月上旬ま
　でに行う予定です。
【受験申し込み】
　所定の申込書（岳北消防本部のホームページからもダウ
　ンロード可能）に必要事項を記入し、資格・免許を取得
　している方は証書のコピーを添えて飯山消防署、野沢分
　署、栄分署にお持ちいただくか、郵送してください。（郵
　送の際は必ず封筒の表に「採用試験受験」と朱書きし確
　実な方法で送付してください。）
【受験票の交付】
　受験の案内とともに交付します。
【申込受付期間】
　7月 13日（月）～ 8月 17日（月）
　（郵送の場合は 8月 17日までの消印有効）

投票区名 投票所名 地　域

飯　山 飯山市役所
県町、新町、上町、上倉、鉄砲町、南新町、栄町、本町、
肴町、奈良沢、福寿町、愛宕町、西山、田町、北町、
神明町、市ノ口、有尾、金山、曙町、松倉、分道、斑尾

秋　津 秋津地区
活性化センター

上組、中山根、伍位野、茂右エ門新田、深沢、飯駒、
荒船、大久保、中町北部、北畑、中町、秋津中央

木　島 木島地区
活性化センター

山岸、其綿、吉、安田、上新田、野坂田、
坂井、下木島、天神堂

瑞　穂 瑞穂地区
活性化センター

針田、関沢、笹沢、小菅、柏尾、北原、戸那子、
富田、神戸、福島、中組

柳　原 いずみだい
保育園

藤ノ木、四ツ屋、山口、小佐原、南条、上新田、
笹川、大川、涌井、堰口、大平

富　倉 富倉出張所 中谷、倉本、滝ノ脇、濁池

外　様 外様地区
活性化センター 顔戸、尾崎、法寺、中曽根、中条

常　盤 常盤地区
活性化センター

大池、上水沢、下水沢、大塚、上野、大倉崎、
柳新田、戸隠、小沼、戸狩、戸狩新田、小泉

太　田 太田地区
活性化センター

北条、五荷、瀬木、今井、大深、小境、
柳沢、五束、堀之内、曽根、蕨野、三郷

岡　山 岡山出張所 温井、羽広山、上境、下境、桑名川、藤沢第一、
藤沢第二、西大滝

【
期
　
間
】

　

７
月
13
日
㈪
〜
７
月
18
日
㈯

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

【
場
　
所
】

　

市
役
所
４
階
41
号
会
議
室

【
持
ち
物
】　
入
場
券

◇
今
回
は
宣
誓
書
の
事
前
記
載

は
で
き
ま
せ
ん
。
受
付
で
お
願

い
し
ま
す
。

選挙に関する
お問い合わせは ･･･

選挙管理委員会事務局
☎62-3111　内線 339

あなたの一票
 大切に

平成27年 7月 19日　農業委員選挙投票所

こ
ん
な
時
は
不
在
者
投
票
を　

◇
入
院
中
の
と
き

◇
市
外
に
滞
在
中
の
と
き

事
前
に
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

719
㊐

投
票（
予
定
）

飯
山
市
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

　

現
在
の
農
業
委
員
会
委
員
の
任
期
（
3
年
）
が
７
月
31
日
で
満
了
と
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
市

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
現
行
の
農
業
委
員
会
法
に
基
づ
き
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙
を
７
月

12
日
告
示
、
19
日
投
開
票
と
す
る
こ
と
に
決
定
（
予
定
）
し
ま
し
た
。

　

飯
山
市
農
業
の
活
性
化
と
発
展
を
目
指
し
、
明
る
く
き
れ
い
な
選
挙
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、現
在
国
会
で
審
議
中
の
「
農
業
委
員
会
法
（
改
正
案
）」
が
、選
挙
の
告
示
日
ま
で
に
成
立
・

公
布
さ
れ
た
場
合
は
、選
挙
は
な
く
な
り
ま
す
。
告
示
日
以
降
に
公
布
さ
れ
た
場
合
は
決
定
（
予
定
）

ど
お
り
選
挙
を
行
い
ま
す
の
で
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

投
票
で
き
る
人

立
候
補
で
き
る
人

　

次
の
要
件
が
満
た
さ
れ
て
お

り
、
か
つ
名
簿
登
録
を
申
請
し
、

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る

方
で
す
。

①
飯
山
市
に
住
所
を
有
す
る
方

②
平
成
27
年
3
月
31
日
現
在
、

年
齢
満
20
歳
以
上
の
方
（
平
成

7
年
4
月
1
日
以
前
に
生
ま
れ

た
方
）

③
10
㌃
以
上
の
農
地
で
、
耕
作
の

業
務
を
営
む
方
と
そ
の
同
居
の
親

族
、
ま
た
配
偶
者
で
、
年
間
お
お

む
ね
60
日
以
上
耕
作
に
従
事
す
る

方④
10
㌃
以
上
の
農
地
で
、
耕
作
を

営
む
農
業
生
産
法
人
の
組
合
員

ま
た
は
社
員
で
、
年
間
お
お
む
ね

60
日
以
上
耕
作
に
従
事
す
る
方

利
用
推
進
等
、
法
令
に
基
づ
く

業
務
が
主
な
業
務
と
な
っ
て
お

り
、
優
良
農
地
を
守
り
、
有
効

利
用
す
る
た
め
の
取
組
み
が
業

務
の
柱
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
農
業
者
年
金
関
係
の
業
務

も
行
っ
て
い
ま
す
。

■
必
要
に
応
じ
て
行
う
「
農
業

振
興
業
務
」

　

農
地
の
確
保
・
有
効
利
用
と

担
い
手
の
確
保
・
育
成
を
中
心

に
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
や
相
談

活
動
の
取
組
み
、
ま
た
、
認
定

農
業
者
の
育
成
や
農
業
経
営
の

法
人
化
、
農
業
生
産
・
農
業
経

営
及
び
農
民
生
活
に
関
す
る
調

査
・
研
究
・
情
報
提
供
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。

■
「
意
見
の
公
表
、
建
議
、
諮

問
に
対
す
る
答
申
の
業
務
」

　

農
業
者
の
公
的
代
表
機
関
と

し
て
農
業
と
農
業
者
に
関
す
る

事
項
に
つ
い
て
意
見
の
公
表
や
、

行
政
庁
に
建
議
等
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

農
業
委
員
会
は
、
農
業
お
よ

び
農
業
者
の
一
般
的
利
益
を
代

表
す
る
機
関
と
し
て
、
市
町
村

ご
と
に
設
置
さ
れ
る
行
政
委
員

会
で
す
。
各
委
員
は
、
公
職
選

挙
法
に
基
づ
き
選
ば
れ
た
農
業

委
員
（
飯
山
市
の
定
数
は
14
人
）

と
、
議
会
や
農
協
な
ど
の
推
薦

に
よ
る
選
任
の
農
業
委
員（
現

在
４
人
）
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。農

業
委
員
会
の
仕
事

　

農
業
委
員
会
の
業
務
は
大
き

く
分
け
て
「
法
令
業
務
」「
農
業

振
興
業
務
」「
意
見
の
公
表
、
建

議
、
諮
問
に
対
す
る
答
申
」
の

３
つ
が
あ
り
ま
す
。

■
必
ず
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
「
法
令
業
務
」

　

農
地
の
売
買
や
貸
し
借
り
、

農
地
の
転
用
な
ど
の
許
認
可
等

の
業
務
、
お
よ
び
農
地
の
利
用

状
況
を
把
握
し
農
地
の
有
効

農
業
委
員
会
と
は

（
選
挙
権
・
被
選
挙
権
の
あ
る
人
）

◆
３
月
31
日
確
定
の
有
権
者
数

は
４
３
２
６
人
で
す
。

入
場
券
に
つ
い
て

　

投
票
所
入
場
券
は
７
月
13
日

以
後
、
郵
便
で
送
付
し
ま
す
。
な

お
、
無
投
票
と
な
っ
た
場
合
は
送

付
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。
入
場
券
は
、
投
票
の
際
に
ご

持
参
く
だ
さ
い
。
紛
失
し
た
場
合

は
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

投
票
に
つ
い
て

○
投
票
時
間

　
午
前
7
時
〜
午
後
6
時

○
投
票
所
は
17
㌻
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

○
投
票
用
紙
に
は
候
補
者
１
名
の

氏
名
を
は
っ
き
り
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

選
挙
関
係
日
程

※
会
場
は
、
す
べ
て
市
役
所
４

階
委
員
会
室
で
す
。 

○
立
候
補
手
続
説
明
会

　
７
月
２
日
㈭　
午
後
２
時
〜

○
届
出
事
項
事
前
審
査

　
７
月
８
日
㈬　
午
前
９
時
〜

○
立
候
補
者
受
付

　
７
月
12
日 

㈰

　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

期
日
前
投
票
に
つ
い
て

階
委
員
会
室
で
す
。

　

立
候
補
予
定
者
が
定
数
を
超

え
ず
無
投
票
と
な
っ
た
場
合

は
、
７
月
12
日
午
後
5
時
30
分

に
防
災
行
政
無
線
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

あ
な
た
の
一
票
で

　
　
　

明
日
の
農
業
へ
つ
な
げ
よ
う
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5 月 12日　市役所
　5月 16 日、17 日に神戸市で開催された第 23 回全国障
害者野球大会に長野県代表チームの一員として出場した南
久保貴文さん（外様地区尾崎）が 5月 12 日、大会を前に
市長を表敬訪問しました。
　南久保さんは小学 1年生から野球を始めましたが、4年
生の時に事故に遭い左足
を切断。それでも大好き
な野球をプレーすること
を諦めず、不屈の精神力
で義足をつけて野球を続
け、高校野球引退後に佐
久市の障害者野球チーム
「佐久レッドスターズ」に入団。今大会では投打の要とし
て出場しました。
　1回戦で地元兵庫県のチームに 0-5 で敗れてしまいまし
たが、市民に希望と元気を与えてくれる南久保さんの今後
の活躍を期待したいところです。

全国障害者野球大会に県代表チームの一員として出場
南久保貴文さんが市長を表敬訪問

野　沢
温泉村

子どもたちにも大人気
野沢温泉スパリ～ナ「屋外プール」オープン

　７月 11 日（ 土）、
子どもたちに大人気
の夏季限定屋外プー
ル「じゃぶじゃぶ池」・
「滝のプール」がオー
プンします。このほ
か、水着を着て入る
「展望露天風呂」・「大露天風呂」などもありますので、ご家
族おそろいで遊びにお出かけください。
■夏期 ( ４月～ 11月 )　休館日：毎週水曜日
　営業時間 12:00 ～ 20:30 ※受付終了 20:00
　（風呂 12:00 ～ 20:30　レストラン 12:00 ～ 20:00）
■夏期特別営業期間 （７/11 ～８/30）　休館日：無休
　営業時間　9:00 ～ 20:30 ※受付終了 20:00
　（風呂 9:00 ～ 20:30　レストラン 10:00 ～ 20:00）
■問合先　野沢温泉スパリーナ　☎ 85-4567

5月 24日　瑞穂福島の棚田

ふるさとの思い出を誇りに
福島の棚田に東小学校児童が田植え

　5月 24 日、瑞穂福島の棚田で
福島棚田保存会三部の会（丸山
福治会長）主催の田植え体験会
が開催され、地元の東小学校児
童や保護者の皆さんなどが昔な
がらの手植えで田植えを行いま
した。
　天候に恵まれたこの日、棚田
からは新幹線飯山駅をはっきり
見渡せるほどの絶景が広がり、
丸山会長は「大きくなってもこ
の景色の中で、みんなで田植え
したことを思い出し、地元に誇りを持ってほしい」とあい
さつされました。
　田植えを終えた 6年生の大平博人君は「6年間で手植え
の田植えにすっかり慣れた。雨の年もあったが、最後の今
年は晴れて楽しくできて良かった」と話してくれました。

　市では市内で新たに事業を始めたい方、
既存の経営を変革させたい経営者を応援
するため、事業を開始するにあたっての
心構えや準備、事業の運営方法など多岐
にわたる項目を、具体的事例の紹介を交
えて学ぶ機会を提供するため「飯山市人
材育成塾」を開講します。
　市内での起業を目指す方、これから考
えてみたい方の受講をお待ちしています。

実習型プログラム「飯山市人材育成塾」開講のご案内  商工観光課 商工係 　☎ 62-3111 内線 211

■開催日時　右表のとおり
■会　　場　飯山市役所・飯山商工会議所
■受 講 料　10,800 円
  （第 1回目の受講の際お持ちください。）
■定　　員　20名
■申込締切　7月 10日（金）
■申込方法　申込書（募集パンフレット
　に添付または飯山市ホームページから
　ダウンロード）に必要事項を記入のうえ、郵送等で商工観光課商工係へ提出してください。

※日時は変更になる場合があります。

日　程 テーマ（講座概要） 講　師
第 1回目
7月 29日（水）
9:30 ～ 16:30

・オリエンテーション
・地域の創業者による体験談
・経営理念の必要性

気づきの経営計画 中東一浩氏
㈱まんてん代表取締役 柳沢健太郎氏
コーチングアカデミ代表 森田舞氏

第 2回目
8月 19日（水）
9:30 ～ 16:30

・自分を知ろう！（コミュニケーション）
・パズルゲーム（チームの作り方・人生理
　念の作成）

㈱アクト代表取締役 山口吉孝氏

第３回目
9月 9日（水）
9:30 ～ 16:30

・「飯山市のたから」を知ろう！（地元の
　たからを知る・新たな事業の創出を検討
　する）

松本大学非常勤講師 福島明美氏

第 4回目
9月 30日（水）
9:30 ～ 16:30

・何が問題なのか！知らずして手は打てな
　い（自分の強み、弱みの分析）
・マーケティングの基礎知識

気づきの経営計画 中東一浩氏
㈱成進社代表取締役 北原修氏

第 5回目
10月 21日（水）
9:30 ～ 16:30

・トータルゲーム（ヒト、モノ、カネのバ
　ランスを学ぶ）
・営業・販売戦略

気づきの経営計画 中東一浩氏

第 6回目
11月 18日（水）
9:30 ～ 16:30

・ビジネスプラン作成ワークショップ（ビ
　ジネスプランの作成・作成時のポイント）気づきの経営計画 中東一浩氏

　市立飯山図書館内にある「古田文庫」を多くの市民の方
にじっくり読んでもらいたいとの願いから、机と椅子を寄
贈してくださった猪瀬康夫さん（秋津地区大久保）に 5月
26 日、感謝状が贈呈されました。
　古田文庫は愛宕町出身の故古田十一郎さんが一生をかけ
て歌人斎藤茂吉の作品を収集し研究した資料で、猪瀬さん
から寄贈された机と椅子は古田文庫コーナー近くに 4月 10
日から設置され利用されています。

市立飯山図書館へ「机・椅子」を寄贈「古田文庫を多くの方に読んでもらいたい」
  　猪瀬康夫さんに感謝状を贈呈しました 5 月 26日　市役所

足立市長と猪瀬康夫さん（右） 猪瀬さんが寄贈した机と椅子
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お出かけの際はぜひお寄りください
道の駅がリニューアルオープン !

　店内等の改修工事を行っておりました栄村の道の駅は工
事が完了しリニューアルオープンしました。
　店内は以前より広く、
明るくなりました。ま
た、食堂も一人用のカウ
ンターテーブルを設ける
など外の景色を楽しみな
がら食事ができ、季節の
食材を使った日替わりの
新メニュー「さかえ定食」
を加えました。大好評のソフトクリームも「さかえソフト」
として新しくなりました。
　栄村や新潟方面へお出かけの際は、ぜひ栄村の道の駅に
お寄りください。
■営業時間　9:00 ～ 17:00（定休日：火曜日）
■問合先　「道の駅・信越さかえ」栄村物産館☎ 87-3180

石 川 県
七 尾 市

恒例の人気イベント開催
シーサイドカーニバル2015

　ベニズワイガニの食べ
放題（30 分お１人さま
/1,500 円※抽選）をはじ
め、大鍋で作る１杯 200
円の浜汁の販売、新鮮な
魚介を自分で競り落とせ
る鮮魚せり市、漁師さん気分が楽しいカニ漁船クルージング
を実施します。
　４月にリニューアルオープンした、かにや横丁鮮魚セン
ターなど見どころ満載の２日間です。ぜひお越しください。

モントレージャズフェスティバル
in 能登 2015

　世界３大ジャズフェス
ティバルに数えられる「モ
ントレージャズフェスティ
バル」の開催地・米国モン
トレー市と七尾市との友好
親善（姉妹都市）によって
開催されているジャズフェスティバルです。
■日時　7月 25日（土） 開演 14:00 終演 20:30（予定）
■出演　日野皓正クインテットwith Special Guestケイコ・リー ほか
■場所　七尾マリンパーク
■入場券　前売り 大人 5,000 円（当日 6,000 円）
　　　　高校生以下  2,000 円【ウェブサイトなどで販売】
■問合先　ＭＪＦ実行委員会 ☎ 0767-54-8820

■期間　６月 27日（土）～ 28日（日）
■会場　道の駅マリンドリーム能生（新潟県糸魚川市能生小泊）
■問合先　道の駅マリンドリーム能生　☎ 025-566-3456

  　木 島
平 村
　「カヤの平」は志賀高原の北側に広がる標高 1,400m ～
1,700m の高原です。樹齢 300 年を超えるブナの原生林や
高山植物の宝庫で、北ドブ湿原のミズバショウ（６月上旬～
中旬）、ニッコウキスゲ（７月中旬～８月上旬）の美しい群
生は圧巻です。遊歩道、キャンプ場、ロッジ、牧場などがあり、
貴重な大自然を体感できます。夏のカヤの平高原へ出かけて

シーズン到来　
夏のカヤの平高原でリフレッシュ♪

みませんか。
■問合先　木島平観光株式会社
　　　　　☎ 82-4404
　　　　　●ロッジ衛星携帯
　　　　　　☎ 090-4547-5188
＊施設を利用するには予約が必要です。

新 潟 県
糸魚川市

　昭和 40 年の開校以来、約 6500 名の生徒が通い卒業し
た飯山市立第二中学校。市内の 3つの中学校が統合され、
現在の城南中学校、城北中学校の２校が開校した平成 22
年より使われなくなっていた同校の校舎は城南中学校移転
に伴う飯山高校南キャンパスとの土地等の交換のため７月
上旬から取り壊しを行う予定になりました。

旧第二中学校校舎の取り壊し工事が始まります 企画財政課 企画調整係 ☎ 62-3111 内線 391.392

　工事期間中、市民の皆さ
まには通行等でご迷惑を
おかけしますが、ご理解と
ご協力をよろしくお願い
します。

6 月 4日撮影


